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新生活を楽しむためのヒント。



プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
夢
中
。
新
し
い
知
識
を
吸
収
し
続
け
る
。

　

大
学
生
活
で
力
を
入
れ
て
き
た
の
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
勉
強
と
語
る
理
工
学

部
情
報
電
子
工
学
科
3
年
の
金
須
純
祐
さ

ん
。
小
学
生
の
こ
ろ
、
父
親
が
勤
め
る

会
社
を
見
学
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

IT
・
情
報
分
野
に
興
味
を
抱
い
た
。

 

「
父
の
会
社
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
よ
り
も
、
そ
れ
を
動
か

し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
が
気
に
な
っ
た
ん
で

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
文
字
を
打
ち
込

ん
で
い
く
と
な
ん
で
も
作
れ
る
。
作
業
は

大
変
で
す
が
達
成
感
が
あ
り
ま
す
」

　

将
来
の
目
標
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
る

こ
と
。
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ト
を
見
て

は
研
究
を
重
ね
て
い
る
。

 

「
通
販
サ
イ
ト
を
見
て
い
る
と
思
わ
ず
買

い
た
く
な
っ
て
し
ま
う
仕
組
み
と
か
、
作

り
手
側
の
意
図
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
IT
分
野
っ
て
常
に
勉
強
し
続

け
る
必
要
が
あ
る
け
ど
、
新
し
い
知
識
を

得
る
の
は
面
白
い
」
と
金
須
さ
ん
。
就
職

活
動
を
見
据
え
て
資
格
取
得
を
め
ざ
す
な

ど
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

軽音楽部に所属し、ドラムを担当している金
須さん。ドラムスティックを持ち歩き、週1～
2回練習に向かう。「サイズや素材によって音
も変わるし、心配性なので何本も持ち歩いて
います」。また、授業で使う関数電卓のほか、
折りたたみ傘も必須アイテム。「栃木は天気
が不安定。急な雨も多いんです」と。

理工学部  情報電子工学科3年 金須純祐さんS H U N S U K E  K I S U私のキャンパスアイテム

photograph: MAKOTO KUJIRAOKA  text: RIE OCHI

how are things going? NO.06

illustration: AYAKA KITATANI

have you heard?

藤島大（ふじしまだい）／スポーツライター。ラグビーのW
杯を全大会取材。著書にラグビーエッセーの集大成、『人
類のためだ。』（鉄筆）など。

VOL.06

Science

　来年4月30日に天皇陛下が退位

され、翌・5月1日に皇太子殿下が

即位されます。同じタイミングで

「平成」が終わり、次の新しい元号

へと変わります。

  古くから続く日本の元号ですが、

明治以降は一世一元、つまり、天皇

が即位されてから退位されるまで

1つと決められました。このため、

これまでは天皇の崩御と新元号の

発表は同時でした。そこには悲し

みと喜びを一緒に味わう難しさが

ありました。

 しかし、今回は崩御を伴わない御

退位。元号が変わり、新しい時代

が来る喜びだけに集中するため、

さまざまなイベントやセールなど、

祝賀ムードに包まれ、景気が良く

なるとも予想されています。

SocietySports

森山和道（もりやまかずみち）／サイエンスライター、科学
書の書評屋。ウェブでロボットやAIに関する取材記事のほ
か「日経サイエンス」「ダ・ヴィンチ」他で書評連載を執筆。

鈴木洋仁（すずきひろひと）／社会学者。主に元号につ
いて研究している。著書に『「平成」論』（青弓社）、『「元
号」と戦後日本』（青土社）など。

　生物には「概日リズム」と呼ば

れる24時間のリズムがあります。

体温や血圧の変化は皆さんも日常

的に感じていますね。

　2017年のノーベル生理学・医学

賞は、ショウジョウバエを使って

概日リズムを生み出す遺伝子とメ

カニズムを解明した、ホール、ロス

バシュ、ヤングの3氏に与えられ

ました。概日リズムに異常をもっ

たハエを選んで観察することで、

perとtimという遺伝子を発見。そ
の遺伝子によるタンパク質合成と

抑制がリズムを生み出す仕組みを

解明したのです。

　概日リズム、体内時計がおかし

くなると睡眠障害になり、体調が

悪くなる原因になります。治療法

の確立に役立つといいですね。

藤島大（ふじしまだい）／スポーツライター。ラグビーの
W杯を全大会取材。著書にラグビーエッセーの集大成、
「人類のためだ。」（鉄筆）など。

　二刀流。古びた表現が新鮮に

感じられます。大谷翔平は、投手に

して打者、そのスタイルを米国でも

貫く覚悟です。そんなことが可能な

のか。「ベースボールの文化」にま

さに一石を投じます。エンゼルスの

キャンプは2月に始まり、羽生結弦

復活の平昌五輪とあわせて、2018

年早々からスポーツ界が活況でした。

　ゴルフはマスターズ・トーナメ

ント、テニスの全仏オープンと続

きますが、やはり本年はサッカー

イヤー。もちろんW杯です。日本

代表は6月にコロンビア、セネガ

ル、ポーランドとぶつかります。

比較的、組み合わせに恵まれただ

けに、ここからハリルホジッチ監

督の選手選考や戦法徹底の手腕が

問われます。

2018年上半期。 体内時計の発見。 平成の次は？

「
平
成
」が
終
わ
り
、次
の
元
号
に
な
る
と
景
気
が
良
く
な
る
 !?

規
則
正
し
い
リ
ズ
ム
は
身
体
の
な
か
に
も
。

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
、五
輪
、W
杯
、上
半
期
注
目
の
ス
ポ
ー
ツ
は
？
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特 集  新生活を楽しむためのヒント。

FEATURE

WELCOME JOIN US!

春は卒業・入学・進級……と、人生のターニングポイントが集中する季節。

自然と気持ちも盛り上がります。でもなんとなく日々を過ごしていると、

波に飲まれてしまうかも。春の“新生活”を楽しく後悔なく最高のものにするために、 

今号では、充実した毎日の過ごし方を探りましょう！
photograph: NAOTO HAYASAKA[Y’s C](p04-06), TAKESHI ABE(p06-07), MAKOTO KUJIRAOKA(p06-07, p11), 
KENTARO OSHIO(p10), MINA SOMA(p12-13)  text: RIE OCHI(p06 Mr.ITO, p07 Miss.TAGAWA), KENTARO MATSUI(p10), 
SATOKO NAKANO(p11-13)  illustration: YUKA KOISHI(p08-09) 



and more...

Q 大学新生活、
「これをやっておけば…！」
はなんですか？
大学に入学すると、何もかもが初めてのことばかり！

そこで在学生に今までの大学生活を振り返ってもらい、

「やっておけばよかった」と思うことを教えてもらいました。

「学業をおろそかにすると成績が
落ちてしまうかも……。何事もバ
ランスが大事。あとは頼れる友人
も見つけておくべき」医療技術学
部 診療放射線学科  2年 （左から）
山下のぞみさん、田島優子さん

帝京は課外講座が充実してい

るのできちんとチェックを。

2年生で簿記を学びましたが、余裕の

ある1年時に取り組むのがおすすめで

す。また私は1年生の時に海外留学し

たのですが早めに行ってよかった。視

野が広がることで価値観が変わり、将

来の目標につながると思います。

将来必要になる英語！ 八王子

キャンパスは語学学習支援ス

ペースがあり、留学生も集まっている

ので、勇気を出してコミュニケーショ

ンを取ればよかったと思います。専門

以外で気になる科目も、必修科目に追

われる前に取っておくといいですよ。

法学部 法律学科 3年  田川紗永さん

将来につながる課外講座や語学留学。

法学部 法律学科 1年  伊藤セナさん

学部を問わず、英語の勉強を！

Flair 06Flair07

「夏休みは、インターンシップやサー
クル活動など、学生の間にしかでき
ないことに参加しておくのがおすす
め。就職活動でのアピールポイント
にもなります」理工学部 バイオサイ
エンス学科 3年 後藤香菜さん

「6年間の長い学生生活。実習な
ど学ぶことも多いですが、息抜き
に笑い合える友人がいると、メリハ
リがついてより学業に集中できま
す」薬学部 薬学科 6年 （左から）
志田沙耶香さん、塩路英美里さん

「1年生は、遊びやサークルに夢中
になりがち。授業が本格化する前
に、基礎をしっかり身につけておいた
ほうがいいですよ」医療技術学部 柔
道整復学科 2年（左から）加藤瞭
さん、樋熊健太さん、黒崎智大さん

「1年生のときは、大学生活に慣れ
ることに必死でしたが、授業の空き
時間に勉強をするなど、時間を有効
活用するべき。学食は、予習復習を
するのに最適」医療技術学部 柔
道整復学科 2年 三浦竜平さん

「オープンキャンパスの手伝いなど、
学校行事に参加すると知り合いが増
えて、大学生活が楽しくなります」理
工学部 情報電子工学科 1年（左
から）落合洸太さん、安倍辰哉さん、
ヤダブ ラフルさん、ラ ホン ハイさん 

「就職活動に生かせる資格やSPI
の勉強をしたり、英語のスキルを
伸ばしたり……専門分野以外の勉
強もしておくと、将来に役立つと
感じています」理工学部 バイオサ
イエンス学科 3年 伊藤優希さん

学業と趣味の時間は、
バランスを大事に。

「実習で同じ学部・学科の卒業生や
先輩方と会うことも。同じ夢を持っ
た人から学ぶことも多いので、積極
的に交流してみてください」医療技
術学部 柔道整復学科 2年 （左か
ら）坂倉郁美さん、上澤彩乃さん

同じ学部・学科の
先輩たちとつながろう。

夏休み期間中は、
インターンシップに進んで参加を！

学業に張りを与えるのは、
支え合う友人。

忙しくなる前に、
勉強をしっかりしておくべき。

空き時間に勉強する
習慣をつけておこう！

学校の行事に参加して
自ら大学生活を楽しむ！

「卒業間近になったいま、社会人
と比較して時間のある学生の間に
いろんな場所に行って視野を広げ
ておけばよかったと思います。た
だし、勉強はしっかりと！」薬学
部 薬学科 6年 早川卓弥さん

「柔道整復学科は2年生になると
授業や実習が多くなるので、1年生
の間に、友達と過ごす日々を大切
にした方がいいと思います」医療
技術学部 柔道整復学科 2年（左か
ら）星野谷瑠菜さん、萩原栞奈さん

学生のあいだに、
視野を広げておきたい。

時間がある1年生の間に、
コミュニティを広げたほうがいい。

専門外の分野でも、
勉強しておくと役立つ。

Campus Life
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Mr.
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CASE 4

キャンパスライフで迷ったときは？！ 

1年間、やりたいこと、あれこれ。

高校までの生活とは勝手が違う大学生の新生活。キャンパスライフならではの

「あるある」の数々。意識を高く持って、日々の「あれ？ これって……？」を乗り越えたい。

・定期試験（期間は学部ごとに異なる）
・夏期休業（期間は学部ごとに異なる）
・オープンキャンパス

Jul.
7

・秋期授業（9月～1月）

Sep.
9

・オープンキャンパス
・帝祭（宇都宮キャンパス）

Nov.
11

・冬期休業
・定期試験（期間は学部ごとに異なる）

Dec.
12

2018

Apr.
4 ・入学式（4月4日）

・新入生オリエンテーション
・新入生ガイダンス
・学年別ガイダンス
・健康診断

□これから1年、やりた
いこと・改めること・行きたい場所・
会いたい人のリストを作ろう。□歓
迎会なども盛りだくさん。新しい場
所では、まず自分から会話を始め
てみよう。

Check!

5
May

・春期授業（4月～7月） □五月病やGW明けの
中だるみに注意したい季節。意識
して睡眠と入浴の質を高める工
夫をしてみよう。

Check!

6
Jun.

・創立記念日（6月29日）
・オープンキャンパス

□夏休み前に、授業や
サークル、バイトなども含めた生活
サイクルの確立を。□夏休み資
金の貯金を始めよう。

Check!

8
Aug.

・オープンキャンパス □実家の家族や地元の
友だちに会いに行こう。□大学生
版「自由研究」をしてみよう。手料
理のバリエーションを増やすとか？

Check!

10
Oct.

・帝桜祭（板橋キャンパス）
・青舎祭（八王子キャンパス）
・帝京祭（福岡キャンパス）

□小旅行気分で、他
キャンパスの学祭へ遊びに行こ
う！□自分なりの「◯◯の秋」を決
めてトコトン追究してみよう。「広げ
る」よりも「深める」を意識して。

Check!

□今年中にやりたいこ
とをリストアップしよう。□今年で
きたこと・うまくいったことを書き出
して自分を褒めちぎろう！

Check!

2019

1
Jan.

・定期試験（期間は学部ごとに異なる） □毎日クリアできるよう
な小さな目標を立てよう。□「新
年会」を自分で主催してみよう。
小さなホームパーティでいい。

Check!

2
Feb.

・春期休業 □長い春休み。行った
ことのない都道府県へ旅行してみ
よう。□ホッと一息つける自分だ
けのサードプレイスを見つけよう。

Check!

3
Mar.

・オープンキャンパス
・卒業式

□この1年に納得がい
かなかったら、思い切って路線変更
してもいい。□４月からの“なりたい
自分”を具体的に書き出そう。

Check!

CASE 2CASE 3 CASE 1

チェックリスト付き！

迷い続けた先に……。
“自分らしい”スタイルが見つかる！

大学生ファッションの“正解”って何だろう？ 軸が

定まらず不安になる、そんなときこそチャンス！ 思

い切っていろんなスタイルにチャレンジしてみよう。

自分でも知らなかった新たな一面を発見できるかも。

1年1年を楽しみたい。
それなら、単位取得は計画的に。

1年生には1年生の、3年生には3年生の面白さがあ

る。いまを満喫するために、やるべきことはきちん

とやろう。当たり前だけど、そんな“当たり前”を

積み上げた大学時代が、社会に出ても役に立つ。

長い夏休み。どう過ごすかは自分次第。
でもせっかくだから充実させたい！

「夏休みにしたいことリスト」を作ろう！ 旅や海外

留学へ出たり趣味を突き詰めたり。本を1日1冊読

む、映画を1日1本観る、なんていうのも素敵。こ

の夏の出会いは必ず将来につながるから。

大学生の本分は勉強。でも、アルバイトで将来の仕

事を想像したり、サークル活動で他学部まで交友を

広げたり、授業を飛び越えた世界を知ることも大学

生活の醍醐味。興味があるなら何でもトライ！

授業だけが大学じゃない！
とにかくまずはやってみよう。

＊上記は予定です。主な行事のみ記載しています。

あ
の
授
業
も
、

あ
の
先
生
の

講
座
も

単
位
は
充
分

だ
し
、3
年
は

イ
ン
タ
ー
ン
に

行
こ
う
か
な

単
位
が
…

ま
ぁ
自
分
の

ペ
ー
ス
で

が
ん
ば
ろ
う

単
位
足
り
な
い
!!

4
年
生
も

毎
日
学
校

行
か
な
き
ゃ
!!

自
分
な
り
に

ぼ
ち
ぼ
ち

が
ん
ば
る
ぞ

就
活

が
ん
ば
ろ
う

卒
業
旅
行
だ
!!

旅
行
ど
こ
ろ

じ
ゃ
な
い
…

卒
業
で
き
る
か

不
安
…
!!

い
ら
っ

し
ゃ
い

ま
せ
!!

何
事
も

楽
し
め
る
っ
て

強
み
だ
よ
ね

な
、な
る
ほ
ど
!!

内
定
と
れ
た
よ
!!

あ
の
子
…

い
つ
も

何
で
も

楽
し
ん
で
い
て

い
い
な
ぁ
…

い
や
ー

久
し
ぶ
り

何し
て
た
??

実
は
い
ろ
い
ろ

忙
し
く
っ
て
さ

海
外
留
学
に

オ
レ
は

イ
ン
タ
ー
ン
に

も
っ
と
い
ろ
い
ろ

や
れ
ば
よ
か
っ
た
…

せ
っ
か
く
の

休
み
!!

好
き
な

こ
と
を

い
っ
ぱ
い

す
る
ぞ
!!

長
い
夏
休
み
が

は
じ
ま
っ
た

夏
休
み
明
け

憧
れ
る
け
ど

私
っ
ぽ
く
な
い

か
な
ぁ
…

毎
日
私
服
だ
!!

ど
ん
な
お
し
ゃ
れ
を

楽
し
も
う
!!

い
ろ
い
ろ
試
し
て

自
分
ら
し
い
服
装
を

見
つ
け
た
!!

大
学
生
ら
し
く

大
人
の
お
姉
さ
ん
風
に
…
??

そ
れ
と
も

ワ
ン
ピ
ー
ス
で
清
純
派
??
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署
は
営
業
推
進
部
で
、
主
な
仕
事
は
営
業

担
当
者
と
一
緒
に
販
売
店
を
訪
ね
、
商
品

に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
や
提
案
を
行
う
こ

と
。「
顧
客
を
訪
ね
る
前
に
ど
ん
な
打
ち

合
わ
せ
に
な
る
か
を
予
測
し
て
事
前
準
備

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
指
示
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
が
、
顧
客
と
の
打
ち
合

わ
せ
の
後
、
そ
の
概
要
を
紙
に
ま
と
め
、

翌
日
、
営
業
担
当
に
渡
し
た
り
す
る
こ
と

も
。
先
回
り
す
る
こ
と
で
、
取
引
先
や
先

輩
社
員
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
、
仕
事
の

や
り
が
い
に
な
り
ま
す
ね
」。

　

ま
た
、
人
と
の
多
様
な
接
し
方
も
ラ

グ
ビ
ー
部
で
学
ん
だ
と
言
う
。「
学
生
時

代
は
仲
の
い
い
友
だ
ち
の
み
と
交
流
し
が

ち
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
４
年
の
時
間

が
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
主
務
や
ト
レ
ー

ナ
ー
、
栄
養
士
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
の

方
々
と
接
し
、
気
持
ち
を
合
わ
せ
、
チ
ー

ム
に
役
立
て
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
た
め
に『
よ
く
考
え
て
行
動
す

る
』
こ
と
は
、
企
業
人
と
し
て
も
大
切
な

姿
勢
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」。

　

帝
京
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
連
覇
が
始

ま
っ
た
こ
ろ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
綿
田
茜
さ
ん
。「
選
手
の
練

習
の
サ
ポ
ー
ト
や
週
末
の
試
合
の
準
備
、

栄
養
士
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
３
、４

名
で
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
仕
事
を
こ
な

し
て
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
い
ま
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
岩
出
雅
之
監
督

が
言
っ
て
い
た「
よ
く
考
え
て
行
動
し
な

さ
い
」
と
い
う
言
葉
。
常
に
そ
の
言
葉
を

頭
に
置
き
な
が
ら
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

 

「
例
え
ば
、
選
手
が
練
習
中
に
飲
む
水
の

置
き
場
所
ひ
と
つ
、
試
合
前
に
食
べ
る
軽

食
の
購
入
場
所
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
練

習
や
試
合
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
よ
う
、
選

手
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
先
回
り
し
て
考
え
、

準
備
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
」

　

そ
の
心
が
け
は
、
建
物
の
窓
関
連
の
製

品
卸
販
売
会
社『
マ
テ
ッ
ク
ス
』に
勤
め
る

い
ま
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。
所
属
す
る
部

マネージャーの後輩たちから誕生日にもらった色紙。現
在でも交流があるほど仲がよく、慕われていた。

在学時代はラグビー部のマネージャーとして
活躍。現在は建物の窓関連の製品卸販売会社マ
テックス株式会社、営業推進部に所属。

い
ま
に
生
き
て
い
る
、

学
生
時
代
の
経
験
は
？

大
学
生
活
の
な
か
で
学
ん
だ
こ
と
、

経
験
し
た
こ
と
は
、社
会
に
出
て
ど
の
よ
う
に

生
き
て
い
る
の
か
。
学
生
時
代
も
、

働
き
始
め
て
か
ら
も
、変
わ
ら
ず
輝
き
続
け
る

先
輩
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

先回りして準備する。喜ばれるとやりがいに。

経済学部観光経営学科 2012年卒業   綿田 茜さん

ラ
グ
ビ
ー
部
で
も
、会
社
で
も
。

よ
く
考
え
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
！

 

「
発
信
す
る
こ
と
」
が
好
き
な
卒
業
生
の

二
宮
恵
司
さ
ん
が
、
大
学
時
代
に
打
ち
込

ん
だ
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
活
動
。
大
学
に
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
企
画
・
完
成

さ
せ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー『
て
ぃ
ー
ぼ
ー
』

は
、
今
や
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
の
顔
に
。

ま
た
、
ご
当
地
グ
ル
メ『
八
王
子
ラ
ー
メ

ン
』
を
学
食
メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
と
新
聞
に

も
掲
載
さ
れ
、
大
学
の
認
知
度
ア
ッ
プ

に
も
寄
与
し
た
。

 

「
大
学
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で

始
め
た
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
プ
レ

ゼ
ン
力
も
ア
ッ
プ
。
就
職
活
動
で
は
、
大

き
な
強
み
に
な
っ
た
そ
う
だ
。「
社
会
で

戦
う
た
め
の
武
器
を
、
在
学
中
に
作
っ
て

お
く
と
い
い
で
す
ね
」
と
、
と
に
か
く
学

生
の
間
に
動
く
が
吉
！

社
会
で
戦
う
た
め
の
武
器
を

4
年
間
で
身
に
つ
け
よ
う
。

卒
業
ま
で
の

T
O 
D
O
リ
ス
ト
は
？

長
い
よ
う
で
短
い
大
学
生
活
。

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
後
悔
し
な
い
よ
う
に

学
生
の
間
に
や
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
こ
と
、

学
生
の
う
ち
か
ら
始
め
て
お
く
べ
き
こ
と
を
、

帝
京
大
学
の
O
B
に
聞
き
ま
し
た
！

□  本を読む

パナソニック株式会社で営業職を担当
し、大型ビル向けに火災報知器や監視
カメラなどの防災システムを販売。

経済学部 経済学科 2015年卒業

二宮恵司さん KEIJI NINOMIYA

□  地元に帰る

社会人になり、お金を稼ぐことの大変さや両親の偉

大さを改めて感じることに。「時間のある大学時代に

親孝行をしてほしい」と語っていた。写真右は、地

元・愛媛の松山空港にある、みかんジュースタワー。

「めざす業種に関係のある分

野の本は、就職後に読んでも

勉強になるが、より柔軟な大

学時代だからこそ記憶に残る

言葉もある」と、紹介してくれ

たのは、松下幸之助氏の著書

『私の行き方考え方』。

Campus Life
Q&A

 TEIKYO 

キャラクター公募や『八王子ラーメン』の発売告

知など、必要な場面でチラシ作りを担当してい

た二宮さん。就職面接時はこれらのチラシや掲

載記事を見せて特技をアピールしたのだとか。

□  武器を身につける

協力: 東京新聞

Flair 1011 Flair

MY MEMORY!

TEIKYO

AKANE WATADA

OG



Campus Life
Q&A

 TEIKYO 

12Flair

小
島
よ
し
お
さ
ん
に
聞
い
た
、

帝
京
大
生
へ
の
新
生
活
メ
ッ
セ
ー
ジ

『
そ
ん
な
の
関
係
ね
ぇ
！
』
で
お
な
じ
み
の
、お
笑
い
芸
人
・

小
島
よ
し
お
さ
ん
。い
つ
も
前
向
き
な
小
島
さ
ん
の
、

学
生
時
代
の
経
験
を
踏
ま
え
、新
生
活
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
、

そ
し
て
帝
京
大
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

い
ろ
ん
な
サ
ー
ク
ル
が
新
入
生
歓
迎
会

を
開
い
て
い
た
の
で
、
と
に
か
く
顔
を
出

し
て
い
ま
し
た
。
単
純
に
楽
し
か
っ
た

か
ら
な
ん
で
す
け
ど
、
あ
る
日
キ
ャ
ン
プ

サ
ー
ク
ル
の
お
花
見
に
行
っ
た
ら
、
お
笑

い
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
る
先
輩
が
い
て

「
新
入
生
歓
迎
コ
ン
ト
が
あ
る
か
ら
、
見

に
来
な
よ
」っ
て
誘
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。

最
初
は「
学
生
の
お
笑
い
な
ん
て
…
…
」っ

て
思
っ
て
た
け
ど
、
ネ
タ
を
見
た
ら
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
面
白
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
そ

の
お
笑
い
サ
ー
ク
ル『
Wワ

ゲ

A
G
E
』
に
入

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
ら
2
年
生
の
と
き
、
大
手
の

芸
能
事
務
所
が
主
催
し
た
学
生
の
コ
ン
ト

大
会
に『
Wワ

ゲ

A
G
E
』も
出
る
こ
と
に
な
っ

た
ん
で
す
。
そ
こ
で
い
い
成
績
を
残
す
こ

　

僕
だ
っ
て
、
学
生
時
代
は
無
趣
味
み
た

い
な
も
ん
で
し
た
。
い
ま
も
筋
ト
レ
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
は
仕
事
の
た
め
に
し
て
い
る
と

も
言
え
る
し
、
読
む
本
も
小
説
よ
り
自
己

啓
発
本
が
多
く
て
、
趣
味
と
言
え
る
の
か

ど
う
か
…
…
。

　

個
人
的
に
は
別
に
無
理
し
て
作
ら
な
く

て
い
い
と
思
い
ま
す
け
ど
、
ど
う
し
て
も

欲
し
い
な
ら
い
ろ
い
ろ
と
試
し
て
み
た
ら

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

例
え

ば
仲
の
い
い
友
達
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を

一
緒
に
や
っ
て
み
る
と
か
、
好
き
な
女
優

さ
ん
の
趣
味
を
真
似
し
て
み
る
と
か
。
そ

う
い
う
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
何

か
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

な
か
難
し
い
で
す
よ
。
行
き
た
か
っ
た
の

は
東
南
ア
ジ
ア
。
若
い
こ
ろ
に
行
っ
て
い

た
ら
刺
激
を
受
け
た
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
行
っ
た
ら
行
っ
た
で
お
笑
い

や
っ
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
教

育
実
習
に
行
っ
て
た
ら
、
先
生
に
な
っ
て

た
か
も
し
れ
な
い
し
。
や
っ
ぱ
り
、「
後
悔

は
し
て
な
い
！
」っ
て
言
い
た
い
で
す
。

　

心
が
け
て
い
た
と
い
う
か
、
結
果
的
に

そ
う
だ
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
け
ど
、
人

の
話
は
真
面
目
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
芸
能
事
務
所
に
所
属
し
た
と
き

は「
も
う
売
れ
た
！
」
と
思
う
く
ら
い
舞

い
上
が
っ
て
い
て
、
当
時
好
き
だ
っ
た
女

の
子
に「
大
学
辞
め
よ
う
か
な
」っ
て
言
っ

た
ん
で
す
。
で
も「
絶
対
卒
業
し
た
ほ

う
が
い
い
よ
！
」と
言
わ
れ
て
思
い
と
ど

ま
っ
た
し
、
事
務
所
の
契
約
が
切
れ
た
後

も「
ピ
ン
芸
人
と
し
て
生
き
て
い
く
」と

言
う
と
周
り
か
ら「
何
言
っ
て
ん
の
？
」っ

て
笑
い
が
起
こ
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の

で
す
が
、
先
輩
が「
芸

人
や
り
な
よ
」
と
言
っ
て

く
れ
た
か
ら「
も
う
ち
ょ
っ
と
続

け
て
み
よ
う
か
な
」と
思
え
た
。
そ
う

し
た
ら
翌
年
に『
そ
ん
な
の
関
係

ね
ぇ
！
』の
ギ
ャ
グ
で
テ
レ
ビ
に

出
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま
に

至
り
ま
す
。『
モ
テ
る
技
術
』み
た
い
な
名

前
の
本
を
読
ん
で
、
そ
の
通
り
に
行
動
し

た
ら
結
婚
も
で
き
ま
し
た
し
ね
。
こ
れ
は

関
係
な
い
か（
笑
）。

と
が
で
き
、
サ
ー
ク
ル
の
精
鋭
メ
ン
バ
ー

が
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
、
僕
も
含
め
た
5
人

が
芸
能
事
務
所
に
所
属
。
学
生
生
活
と
並

行
し
て
お
笑
い
活
動
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
芸
人
と
し
て
の
僕
の

原
点
で
す
。少
な
く
と
も
、キ
ャ
ン
プ
サ
ー

ク
ル
の
お
花
見
に
行
か
な
か
っ
た
ら
い
ま

の
僕
は
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
な
ん
て
興

味
な
か
っ
た
の
に（
笑
）、
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
に
足
を
運
ん
で
い
た
の
が
良
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　

教
育
学
部
出
身
な
の
で
、
教
員
免
許
を

取
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
っ
て
思
い
ま

す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
教
育
実

習
は
楽
し
い
ら
し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！ 

僕
は
人
に
何
か
を
教
え
る
こ
と
が
好
き
な

ん
で
す
。
い
ま
で
も
後
輩
を
集
め
て『
よ

し
お
塾
』を
開
い
て
い
い
本
を
紹
介
し
た

り
、
生
き
方
に
つ
い
て
話
し
た
り
…
…
お

笑
い
の
塾
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど（
笑
）。

　

あ
と
は
、
旅
に
出
れ
ば
良
か
っ
た
で
す

ね
。大
学
生
っ
て
、長
期
休
暇
が
あ
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
社
会
人
に
な
っ
て
、
2
カ

月
も
お
休
み
を
取
ろ
う
と
す
る
と
な
か

大
学
に
入
っ
た
ば
か
り
の

こ
ろ
、ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
ま
し
た
か
？

分
か
れ
道
で
良
い
選
択
を

す
る
た
め
に
心
が
け
て

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

大
学
だ
け
で
な
く
、

人
生
で
訪
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

「
新
生
活
」の
心
得
は
？

い
い
方
向
に
進
む
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
自
分
ひ
と
り
だ
と
、
決
め
ら

れ
る
も
の
の
範
囲
が
小
さ
く
な
っ
ち
ゃ
う

ん
で
す
よ
。
僕
は
人
と
の
出
会
い
や
周
り

か
ら
の
意
見
で
、
大
げ
さ
に
言
う
と
運
命

が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
学
内
に
も
い
ろ
い

ろ
な
人
が
い
る
の
で
、
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
み

る
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
む

し
ろ
、
迷
子
に
な
っ
ち
ゃ
え
ば
い
い
ん
で

す
よ
！ 

そ
う
す
る
と
、
逆
に
進
む
べ
き

道
が
決
ま
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
で
人
生
を
決
め
つ
け
ず
、
思
い
切
っ

て
耳
を
傾
け
て
み
る
の
も
ア
リ
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

　

周
り
に
流
さ
れ
や
す
い
の
で
、
す
ぐ
人

の
言
う
こ
と
を
聞
い
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。

と
り
あ
え
ず
人
の
話
を
聞
い
て
や
っ
て
み

て
、う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
ま
た
考
え
る
。

で
も
、
そ
の
繰
り
返
し
で
い
い
方
向
に
進

ん
で
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

帝
京
大
学
も
ラ
グ
ビ
ー
部
が
む
ち
ゃ
く

ち
ゃ
強
い
で
す
が
、
絶
対
い
い
指
導
者
が

い
て
、し
っ
か
り
耳
を
傾
け
て
い
る
か
ら
、

い
と
思
い
ま
す
。
無
理
し
て
自
分
に
合
わ

な
い
島
に
住
む
と
、
結
局
そ
こ
に
い
た
く

な
く
な
っ
て
、
も
と
も
と
自
分
が
行
く
べ

き
だ
っ
た
は
ず
の
島
に
も
入
れ
な
い
…
…

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
も
し

そ
う
な
っ
た
ら「
は
じ
め
無
理
し
ち
ゃ
っ

て
、
途
中
で
グ
ル
ー
プ
を
外
れ
た
島
」を

探
し
ま
し
ょ
う
。
多
分
、あ
り
ま
す（
笑
）。

　

僕
は
大
学
生
時
代
、
ま
ず
、
自
分
の
こ

と
か
ら
話
す
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
し

た
。
初
対
面
だ
と
警
戒
心
を
抱
か
れ
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
自
分
が
何
者
か
を
話

し
て
緊
張
感
を
解
く
よ
う
に
し
て
い
ま
し

た
ね
。

　

あ
と
は
、
少
し
話
せ
ば
自
分
と
温
度
が

合
う
人
っ
て
な
ん
と
な
く
わ
か
る
と
思
う

ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
違
う
と
感
じ
た

ら
無
理
し
て
付
き
合
わ
な
い
こ
と
で
す
。

自
分
と
同
じ
よ
う
に「
友
達
が
で
き
な
い

な
」っ
て
悩
ん
で
る
子
も
い
る
と
思
う
ん

で
、
そ
う
い
う〝
島
〞
を
見
つ
け
た
ら
い

熱
中
で
き
る
趣
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
？

友
達
が
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
。ス
マ
ー
ト
な

友
達
の
作
り
方
と
は
？

無理はしない !!

壁をつくらない

こ
れ
を
や
っ
て
お
け
ば

良
か
っ
た
、と
後
悔
し
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

SPECIAL CONTENTS

迷っていい。とにかくやってみよう！

こじま・よしお。お笑い芸人。
1980年生まれ。大学卒業後、
2007年、持ちネタの『そんなの関
係ねぇ！』で大ブレイク。以後、
お茶の間を賑わせ続けている。 

人の意見を聞く！
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そ
れ
を
い
ち
ば
ん
訊
き
た
い
の
は
わ
た
し
な
ん
で
す
よ

（
笑
）。
な
ぜ
な
の
か
な
あ
。
自
分
で
ラ
グ
ビ
ー
を
や

る
わ
け
で
も
な
い
の
に
。
そ
う
で
す
ね
…
…
こ
う
思
う

ん
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
で
も
サ
ッ
カ
ー
で
も
、
い
え
、
ス

ポ
ー
ツ
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
で
す
。
音
楽
や
映
画
や
そ

れ
か
ら
す
ご
い
発
明
で
も
な
ん
で
も
、
ふ
つ
う
の
人
に

は
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
や
っ
て
る
人
が
い
る
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
に
は
絶
対
無
理
。
で
も
、
ほ
ん
と
う
に
素

晴
ら
し
い
も
の
な
ん
だ
っ
て
こ
と
は
わ
か
る
ん
で
す
。

そ
の
時
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
の
は
な
ん
だ
ろ
う
。

憧
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
わ
た
し
た
ち
が
で
き

な
い
何
か
に
突
き
進
ん
で
ゆ
く
人
た
ち
の
近
く
に
い
っ

て
、
そ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
い
。
だ

か
ら
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
や
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
特
等
席
な
ん
で
す
よ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
っ
て
！

　
で
、
ま
た
ス
ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
の
話
を
し
て
い
い
で
す

か
。
し
つ
こ
い
け
ど
（
笑
）。
ラ
グ
ビ
ー
に
は
た
く
さ

ん
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
戦
術
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、

ス
ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
、っ
て
い
ち
ば
ん
人
生
に
似
て
る
気

が
す
る
ん
で
す
。
遠
く
か
ら
見
る
と
、
ぜ
ん
ぜ
ん
動
い

て
な
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
で
も
、
近
く
で
見
る
と
、

一
歩
も
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
全
身
全
霊
で
押

し
て
る
。
わ
た
し
、
そ
れ
を
見
て
る
と
、
い
つ
も
泣
き

た
く
な
る
ん
で
す
。
あ
あ
、
あ
れ
は
わ
た
し
た
ち
な
ん

だ
っ
て
。
わ
た
し
た
ち
も
あ
あ
や
っ
て
生
き
て
い
る
ん

だ
っ
て
。
何
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
一
生
懸
命
押
し
て

押
し
て
押
し
て
、
で
も
ピ
ク
リ
と
も
動
け
な
く
て
、
外

か
ら
は
、『
気
楽
に
生
き
て
る
ね
』
と
か
い
わ
れ
て
。
で

も
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
る
ん
で
す
」

　
わ
た
し
は
ど
う
だ
ろ
う
？
　
わ
た
し
は
何
か
を「
押

し
て
」
い
る
だ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
ほ
ど
懸
命
に
生
き
て

い
る
だ
ろ
う
か
？

 

「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
っ
て
、
地
味
な
ん
で
す
よ
。

で
も
、
た
く
さ
ん
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
練
習
の
と
き
選
手
の
ケ
ア
を
し
た
り
、
用
具
を

片
づ
け
た
り
、
次
の
試
合
の
準
備
を
し
た
り
、
栄
養
士

さ
ん
や
ト
レ
ー
ナ
ー
さ
ん
た
ち
と
緊
密
に
連
絡
し
た
り
、

た
く
さ
ん
や
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
最
後
に
外
か
ら

見
え
る
の
は
、
選
手
た
ち
が
グ
ラ
ン
ド
で
戦
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
け
ど
、
そ
れ
を
包
み
こ
む
よ
う
に
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
社
会
に
出

て
か
ら
や
っ
て
い
る
仕
事
と
同
じ
で
す
よ
ね
。
わ
た
し
、

い
ま
営
業
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、

営
業
所
の
お
客
様
の
と
こ
ろ
を
車
で
回
っ
て
ま
す
。
た

と
え
ば
窓
ガ
ラ
ス
の
新
製
品
の
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作
っ
て
、
き
ち
ん
と
プ
レ
ゼ
ン
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
て
、
行
く
ん
で
す
。
一
見
、
地
味

な
仕
事
で
す
よ
ね
。
ま
あ
、
実
際
、
地
味
な
ん
で
す

け
ど
（
笑
）。
で
も
、
そ
う
や
っ
て
わ
た
し
た
ち
が
す

る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
社
会
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
み
ん

な
は
気
づ
か
な
い
け
ど
。
で
も
、
確
実
に
。
み
ん
な
が

そ
ん
な
気
持
ち
で
仕
事
を
し
た
り
、
生
き
た
り
し
た
ら
、

き
っ
と
い
い
社
会
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
ち
ょ
っ
と
カ
ッ

コ
い
い
こ
と
言
い
す
ぎ
た
か
な
（
笑
）。
で
も
、
こ
れ

は
み
ん
な
、
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
教
わ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う

で
す
ね
、
も
し
か
し
た
ら
、
押
し
て
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、
軽
量
す
ぎ
て
ダ
メ
か
な
あ
（
笑
）。
み
ん

な
で
押
し
て
押
し
て
…
…
ど
こ
が
イ
ン
ゴ
ー
ル
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。
人
生
の
ト
ラ
イ
っ
て
あ
る
の
か
な
。
そ
ん

な
こ
と
も
考
え
る
ん
で
す
」

　
わ
た
し
は
録
音
機
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
。
ア
カ
ネ

さ
ん
、
押
し
て
押
し
て
押
し
て
！

　
わ
た
し
は
、
小
さ
な
録
音
機
に
繋
い
だ
イ
ヤ
フ
ォ
ン

を
耳
に
つ
け
た
。

　
い
い
取
材
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
わ
か
る
。
終
わ
っ

た
後
の
高
揚
感
、
な
に
か
と
て
も
大
事
な
こ
と
を
掴

ん
だ
と
い
う
確
信
。
そ
の
両
方
を
感
じ
た
の
だ
。
で

も
、
い
っ
た
い
、
あ
れ
は
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
わ
た

し
の
耳
に
、
ワ
タ
ダ
ア
カ
ネ
さ
ん
の
声
が
流
れ
は
じ

め
た
。

 

「
ラ
グ
ビ
ー
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
　
あ
り
ま

す
よ
ね
。
面
白
い
で
す
か
？
　
興
奮
し
ま
す
か
？
　
わ

た
し
は
、
ラ
グ
ビ
ー
が
大
好
き
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
他

の
ス
ポ
ー
ツ
が
嫌
い
っ
て
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

で
も
、
ラ
グ
ビ
ー
の
こ
と
な
ら
何
時
間
で
も
し
ゃ
べ
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
ス
ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
っ
て
、
わ

か
り
ま
す
か
？
　
ラ
グ
ビ
ー
は
15
人
で
戦
う
ゲ
ー
ム

で
す
、
前
線
の
Ｆ
Ｗ
（
フ
ォ
ワ
ー
ド
）
が
8
人
、
後
ろ

の
B
K（
バ
ッ
ク
ス
）
が
7
人
。
面
白
い
の
は
、
サ
ッ

カ
ー
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
が
走
っ
て
点
を
と
る
か
ら
人
気
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
メ
ッ
シ
と
か
ネ
イ
マ
ー
ル
と
か
カ
ズ

と
か
。
で
も
、
ラ
グ
ビ
ー
は
バ
ッ
ク
ス
が
走
っ
て
点
を

と
る
か
ら
、
そ
っ
ち
が
人
気
な
ん
で
す
。
逆
で
す
よ

ね
。
F
W
は
ガ
ッ
チ
リ
し
た
体
の
人
が
や
っ
て
、
敵
が

進
入
し
て
く
る
の
を
止
め
る
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
守

備
の
役
割
。
地
味
に
見
え
る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

相
手
に
タ
ッ
ク
ル
す
る
か
ら
、
そ
こ
は
激
し
い
け
れ

ど
、
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
の
は
B
K
。
そ
の
F
W
が
い
ち

ば
ん
輝
く
時
が
ス
ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
な
ん
で
す
。
F
W
が

ガ
ッ
チ
リ
組
み
合
っ
て
そ
の
ま
ま
相
手
の
F
W
を
イ

ン
ゴ
ー
ル
ま
で
押
し
て
ゆ
く
。
最
初
は
組
み
合
っ
た
ま

ま
、
そ
れ
を
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
、
押

し
て
ゆ
く
ん
で
す
。
ど
ち
ら
の
F
W
も
渾
身
の
力
を

こ
め
て
る
。
応
援
し
て
い
る
わ
た
し
た
ち
も
胸
が
張
り

裂
け
そ
う
に
な
る
ぐ
ら
い
。
点
を
と
る
こ
と
が
あ
ん
な

に
大
変
な
ん
て
、
た
だ
ゴ
ー
ル
に
近
づ
い
て
ゆ
く
の
が

あ
ん
な
に
厳
し
い
な
ん
て
、
ス
ク
ラ
ム
ト
ラ
イ
を
見
る

ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
あ
あ
、
ご
め
ん
な

さ
い
。
こ
れ
じ
ゃ
あ
、
ラ
グ
ビ
ー
用
語
の
説
明
を
す
る

だ
け
で
、
何
時
間
も
か
か
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
」

　
そ
う
。
ア
カ
ネ
さ
ん
は
、
ず
っ
と
ラ
グ
ビ
ー
の
話
を

し
て
い
た
。
わ
た
し
が
聞
き
た
か
っ
た
の
は
、
ど
う
生

き
て
き
た
の
か
、
学
生
時
代
に
は
何
を
し
て
き
た
の
か
、

と
か
だ
っ
た
の
に
、
ど
ん
な
質
問
を
し
て
も
、
い
つ
の

間
に
か
ラ
グ
ビ
ー
の
話
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

 

「
ラ
グ
ビ
ー
を
知
っ
た
の
は
、
い
つ
で
す
か
っ
て
？
　

高
校
生
の
時
で
す
。
そ
れ
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
な
ん
か
見
た

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
輩
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
や
っ
て
た
人
に『
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ん
な
い
？
』っ

て
い
わ
れ
て
、
練
習
を
見
に
行
っ
て
、
も
う
そ
の
瞬
間
、

恋
に
落
ち
ま
し
た
（
笑
）。
わ
た
し
、
高
校
で
３
年
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
帝
京
に
入
っ
た
の

も
、
帝
京
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
り
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
卒
業
し
て
か
ら
も
、
社
会
人
の
ラ

グ
ビ
ー
チ
ー
ム
で
も
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
ま
し
た
。
も
う

ず
っ
と
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
。
い
ま

は
仕
事
が
忙
し
く
て
、
行
け
て
な
い
ん
で
す
け
ど
。
な

ぜ
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ん
だ
っ
て
、
よ
く
い
わ
れ
ま
す
ね
。

書
い
た
人
は
こ
ん
な
人
！

みんなの人生も一つの
「ものがたり」です

たかはし・げんいちろう／小説家、文学者。
1951年、広島県生まれ。81年『さようなら、
ギャングたち』で群像新人賞優秀作を受賞
しデビュー。『優雅で感傷的な日本野球』で
三島由紀夫賞受賞など。著書他多数。昨年末
には『ぼくたちはこの国をこんなふうに愛
することに決めた』（集英社新書）を刊行。

卒業生の人生を作家・高橋源一郎さんが紡いで、架空の

「ものがたり」に。今回は、学生時代、ラグビー部マネー

ジャーを務めた綿田茜さん（p10）のストーリー。

綿田茜  さん（「マテックス株式会社」営業推進部）

今回の主人公

GRADUATER'S STORY VOL.06

illustration: JIN KITAMURA
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福岡キャンパスがある福岡県大牟田市で地域の防犯活動を行う、
安心安全ていきょう隊。大牟田警察署との合同パトロールを始め、
「誰かのために動く」ことの大切さと素晴らしさを学んでいる。

安心安全ていきょう隊
◉福岡キャンパス

　

安
心
安
全
て
い
き
ょ
う
隊
の
軸
と
な
る

活
動
は
、大
牟
田
警
察
署
と
協
働
し
て
行

う
犯
罪
抑
止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
だ
。

「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ほ
か
、年
末
に
は
大
牟

田
警
察
署
生
活
安
全
課
の
方
々
や
地
域
の

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
合
同
で
大

牟
田
駅
前
や
繁
華
街
な
ど
を
歩
い
て
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
」と
説
明
し
て
く
れ

る
の
は
、福
岡
医
療
技
術
学
部
医
療
技
術

学
科
2
年
で
、隊
長
を
務
め
る
矢
ヶ
部
駿

真
さ
ん
。
2
0
1
2
年
に
隊
が
発
足
し

て
以
来
継
続
し
て
い
る
、重
要
な
活
動
だ

そ
う
だ
。も
う
ひ
と
つ
は
、啓
発
チ
ラ
シ
の

配
布
。高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

や
自
転
車
の
マ
ナ
ー
に
関
す
る
啓
発
な
ど
、

警
察
署
員
と
一
緒
に
チ
ラ
シ
を
配
り
、注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

　

防
犯
活
動
を
続
け
る
な
か
で
、「
犯
罪
は

犯
罪
者
が
い
る
か
ら
起
こ
る
。犯
罪
者
を

減
ら
さ
な
け
れ
ば
」と
当
然
の
よ
う
に
考

え
て
い
た
矢
ヶ
部
さ
ん
だ
が
、あ
る
講
演

会
で「
犯
罪
の
発
生
は
環
境
的
な
要
因
が

大
き
い
。犯
罪
が
起
き
そ
う
な
場
所
を
な

く
す
こ
と
が
大
事
」と
い
う
専
門
家
の
指

摘
を
聞
き
、「
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
覆
さ

れ
ま
し
た
」と
話
す
。そ
ん
な
自
身
の
気
づ

き
を
在
学
生
に
も
伝
え
よ
う
と
、昨
年
の

「
第
31
回
帝
京
祭
」で
は
パ
ト
カ
ー
や
白
バ

イ
、福
岡
県
警
シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
の

ふ
っ
け
い
君
を
招
き
、防
犯
意
識
の
向
上

に
努
め
た
。「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
学
生
は
特

に
、身
を
守
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
。空
き
巣
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

戸
締
ま
り
に
気
を
つ
け
る
な
ど
、で
き
る

こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
」と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

　

た
だ
、「
医
療
系
で
勉
強
も
大
変
な
の
に
、

な
ぜ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ
る

の
？
」と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
。そ
ん
な
問

い
に
矢
ヶ
部
さ
ん
は
こ
う
答
え
る
。「
医
療

人
だ
か
ら
こ
そ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
。将
来
、病
院
に
勤
務
す
れ
ば
、

自
分
の
こ
と
よ
り
患
者
さ
ん
の
た
め
、病

院
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
場
面
が
あ
る
は

ず
。『
誰
か
の
た
め
に
動
く
』こ
と
の
大
切

さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
、僕
た
ち
は
活
動
を

通
じ
て
学
ん
で
い
ま
す
」

　

今
後
は
大
牟
田
警
察
署
に
協
力
し
、サ

イ
バ
ー
犯
罪
の
防
止
に
も
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
矢
ヶ
部
さ
ん
。地
域
の「
安

心
安
全
」は
さ
ら
に
広
が
り
そ
う
だ
。

52名の隊員が所属するボランティアサーク
ル。2012年に発足。活動の柱は犯罪抑止の
キャンペーン活動とチラシ配布による防犯
の啓発。活動ごとに参加者を募り実施する。

安心安全ていきょう隊
SAFETY SECURITY TEIKYO-TAI CIRCLE

good fellows.

photograph TAKESHI ABE  text KENTARO MATSUI
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photograph: TAKESHI ABE  text: NAOMI HAGA

teikyo people. NO.06

NYの美術館で購入したポストカード。バロッ
ク期に活躍したレンブラントが1658年に描
いた自画像は「内省的な作品。このまなざしで
見すくめられると身が引き締まる」とのこと。

大
切
に
し
て
い
る
モ
ノ
は
？

患者さんに求められる医師像とは？

　

板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
医
学
部
内
科
学
講

座
を
担
当
す
る
田
中
篤
教
授
。専
門
分
野

は
消
化
器
内
科
、特
に
C
型
肝
炎
な
ど
肝

臓
の
疾
患
で
、「
今
ま
で
は
治
療
の
難
し
い

病
気
だ
っ
た
が
、こ
こ
数
年
で
副
作
用
の

な
い
良
い
薬
が
だ
い
ぶ
出
て
き
た
」と
、そ

の
進
歩
を
語
る
。

　

大
学
で
は
、O
S
C
E
と
呼
ば
れ
る
臨

床
能
力
試
験
、診
断
学
の
実
習
な
ど
を
担

当
。実
際
に
患
者
と
接
す
る
と
き
の
応
対

な
ど
も
試
験
項
目
と
な
る
。医
師
に
対
す

る
社
会
か
ら
の
要
求
が
年
々
高
ま
っ
て
い

る
昨
今
、知
識
だ
け
で
は
な
く
患
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
ま
す
ま
す

重
要
視
さ
れ
る
一
方
だ
。

 

「
患
者
さ
ん
が
求
め
て
い
る
の
は
、医
師

が
自
分
の
目
を
見
て
し
っ
か
り
耳
を
傾
け

て
く
れ
る
か
ど
う
か
、困
っ
て
い
る
気
持

ち
を
受
け
止
め
て
治
療
や
診
療
を
し
て
く

れ
る
こ
と
で
す
。学
生
に
は
、患
者
さ
ん
の

立
場
に
な
っ
て
考
え
ら
れ
る
医
師
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

医
学
は
日
々
進
歩
し
、覚
え
る
こ
と
は

増
え
る
一
方
。
そ
の
中
で
「『
将
来
は
こ

ん
な
医
師
に
な
り
た
い
』と
い
う
希
望
を

持
っ
て
日
々
の
勉
学
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
」と
学
生
に
エ
ー
ル
を
送
る
。

医
師
に
必
要
な
の
は

患
者
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
る
こ
と
。

1988年東京大学医学部医学科卒業。
日本肝臓学会指導医・専門医。アメリ
カ肝臓病学会およびヨーロッパ肝臓学
会にも所属。ウイルス性肝炎、特にC
型肝炎に関する学術論文を多数発表。

田中  篤  教授
板橋キャンパス医学部内科学講座

Atsushi Tanaka

思い入れのある腕時計は、婚約したときに奥
様からプレゼントされたもの。30年以上毎日
身に着けているが、大切に扱ってきたので今
もなお、現役。

「こんな医師になってはいけないという戒め
として」机に置いているというヒエロニムス・
ボス『愚者の石の除去』のポストカード。男が
悪い医師に頼りきった様子が描かれている。

春からひとり暮らしをスタートするという人も多いのでは？ 

料理家の渡辺有子さんに、少ない食材で手軽にできるごはんづくりを教わりました！

カンタン！ おうちごはん

photograph KENTARO OSHIO  text RIE OCHI

flair workshop.

Easy Cooking!料理家・渡辺有子さんに学ぶ

　

毎
日
の
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
家
で
の
ご

は
ん
づ
く
り
で
重
要
な
の
は
、
簡
単
に
手

に
入
る
食
材
を
使
い
、
最
初
か
ら
買
い
込

み
す
ぎ
な
い
こ
と
。

 

「
調
味
料
も
調
理
器
具
も
最
低
限
で
い

い
。
足
り
な
い
食
材
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
、
ま
ず
は
ご
は
ん
づ
く
り
に
挑
戦
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
料
理
を
す
る
こ
と
に

慣
れ
て
く
る
と
、
自
分
の
好
き
な
味
の
加

減
も
わ
か
っ
て
き
ま
す
」
と
料
理
家
の
渡

辺
有
子
さ
ん
。
少
な
い
食
材
で
も
、
旬
の

食
材
を
使
う
こ
と
で
栄
養
も
た
っ
ぷ
り
摂

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

今
回
、
渡
辺
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
の

は
、
同
じ
食
材
を
使
い
な
が
ら
、
ご
は

ん
、
ス
ー
プ
、
和
え
も
の
と
多
彩
な
味
に

変
化
さ
せ
る
食
材
の
使
い
ま
わ
し
術
。「
た

と
え
同
じ
食
材
で
も
調
理
方
法
を
変
え
れ

ば
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
味
に
な
り
ま

す
。
い
ろ
ん
な
料
理
に
展
開
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
楽
し
い
で
す
よ
！
」

調
理
方
法
と
食
感
の
違
い
で
、

使
い
ま
わ
し
料
理
術
！

左から 経済学部経営学科4年 ビル ウィリアムさ
ん／文学部日本文化学科2年 チェン シュエン
ユーさん／教育学部初等教育学科2年 村田綾
香さん／経済学部経営学科3年 チョープ ロッ
タさん／文学部心理学科2年  永江亜紗さん

参加してくれたのは
Members

Flair 1819 Flair

第31回ワークショップ



と
に
か
く
楽
し
く
！

ワークショップに挑戦したのは、
国際学生寮の学生たちです！

昨年3月、帝京大学国際学生寮府中
が完成。外国人留学生の受け入れを
促進し、異文化交流を通して、国際
的に活躍できる人材を輩出してい
くことを目的としています。

ス
ご
は
ん
」
は
、「
ア
ー
モ
ン
ド
の
食
感
が

い
い
で
す
ね
！
」（
チ
ョ
ー
プ
さ
ん
）、「
豚

ひ
き
肉
と
ア
ー
モ
ン
ド
の
組
み
合
わ
せ
が

珍
し
く
て
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
」（
ビ

ル
さ
ん
）、「
肉
み
そ
は
故
郷
の
台
湾
の
味

み
た
い
で
お
い
し
か
っ
た
し
、
ま
た
作
っ

て
み
た
い
！
」（
チ
ェ
ン
さ
ん
）と
、
大
好
評
。

 

「
キ
ク
ラ
ゲ
の
和
え
も
の
」
は
火
を
使
わ

ず
、
シ
ン
プ
ル
な
調
味
料
で
手
軽
に
で
き

る
一
品
。
き
ゅ
う
り
の
皮
を
む
い
て
シ
ャ

キ
ッ
と
し
た
食
感
に
こ
だ
わ
ろ
う
。

　

3
つ
の
メ
イ
ン
食
材
で
こ
こ
ま
で
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
で
豪
華
な
食
事
に
な
る

こ
と
に
、
料
理
に
慣
れ
て
い
な
い
学
生
も

含
め
て
う
れ
し
い
発
見
が
あ
っ
た
様
子
。

永
江
さ
ん
は
「
最
近
自
炊
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
た
の
で
試
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
た
。
ま
た
チ
ェ
ン
さ
ん
は「
み
ん
な
で

料
理
を
し
て
、
仲
良
く
な
れ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
！
」
と
、
人
と
一
緒
に
料
理
を
す

る
楽
し
さ
も
感
じ
て
く
れ
た
よ
う
だ
。

　

手
軽
に
お
い
し
さ
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
コ

ツ
と
食
材
の
使
い
ま
わ
し
で
、
料
理
上
手

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
今
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。
今
度
の
お
休
み
に
、
挑
戦
し

て
み
よ
う
！

　

今
回
使
用
す
る
メ
イ
ン
食
材
は
、
豚
ひ

き
肉
、
レ
タ
ス
、
キ
ク
ラ
ゲ
の
3
品
。

 

「
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
豚
ひ
き
肉
は
炒
め
て

も
だ
ん
ご
状
に
し
て
も
い
い
し
、
レ
タ
ス

は
生
で
も
火
を
通
し
て
も
お
い
し
い
。
食

感
が
楽
し
い
キ
ク
ラ
ゲ
は
サ
ラ
ダ
や
ス
ー

プ
、
ひ
き
肉
に
混
ぜ
た
り
と
、
使
い
方
次

第
で
印
象
が
変
わ
り
ま
す
。
乾
物
は
ス

ト
ッ
ク
も
で
き
る
の
で
便
利
で
す
よ
」

　

最
初
は
意
外
な
3
品
に
驚
い
て
い
た
学

生
た
ち
。
初
め
て
扱
う
食
材
に
と
ま
ど
い

を
見
せ
な
が
ら
も
調
理
ス
タ
ー
ト
！

　

村
田
さ
ん
は
「
初
め
て
キ
ク
ラ
ゲ
を
使

い
ま
し
た
が
、
調
理
が
簡
単
で
良
か
っ

た
。
肉
だ
ん
ご
も
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
に
使

い
ま
わ
せ
そ
う
で
す
」
と
、「
肉
だ
ん
ご
の

レ
タ
ス
ス
ー
プ
」
が
気
に
入
っ
た
よ
う
。

　

豚
ひ
き
肉
と
刻
ん
だ
ア
ー
モ
ン
ド
の
組

み
合
わ
せ
が
ポ
イ
ン
ト
の
「
肉
み
そ
レ
タ

Easy Cooking!

料
理
は
、慣
れ
る
こ
と
、

楽
し
む
こ
と
が
大
切
で
す
！

キクラゲの和えものB

キクラゲ（乾燥） ..................10g
きゅうり ........................... 1本
ミニトマト ........................ 6個
白いりごま ..................小さじ2
ゴマ油 .....................小さじ2強

しょうゆ .....................小さじ2
粗塩 ................................適量

材
料（
2
人
分
）

❶キクラゲはお湯で戻し、水気をきって半分の大きさに切る。
❷きゅうりは皮をむき、縦半分に切って種を取り、斜め薄切りにする。ミニト
マトはヘタを取り、半分に切る。
❸ボウルに❶, ❷を入れ、ゴマ油、しょうゆ、粗塩、白ごまで和える。

作
り
方

作
り
方

❶キクラゲはお湯で戻し、細切りにする。長ねぎは斜め薄切りにする。
❷ボウルに豚ひき肉に塩、黒胡椒、卵、きび砂糖、酒、しょうゆ、片栗粉を加
え、よく混ぜる。キクラゲを加えてさらに混ぜ合わせ、8個のだんごを作る。
❸フライパンにゴマ油小さじ1を熱し、強火で肉だんごの表面を焼きつける。
❹鍋にゴマ油を熱し、長ねぎを炒めて湯を入れてひと煮立ちさせる。肉だん
ごを加えフツフツしてきたら、Aを入れ、レタスを加え、さっと火を通す。

材
料（
2
〜
３
人
分
）

豚ひき肉 .........................200g
卵 ................................. 1/2個
キクラゲ（乾燥） ....................4g
きび砂糖 ..................小さじ1/2
酒 ..............................小さじ1
しょうゆ ..................小さじ1/2
片栗粉 .....................小さじ1/2
塩 ...................................適量
黒胡椒 .............................適量

ゴマ油 ........................小さじ2
長ねぎ .............................. 1本
レタス .............................. 3枚
湯 ................................700ml
　　酒 ..................小さじ1・1/2
　　きび砂糖 .........小さじ1・1/2
　　しょうゆ .........大さじ1・1/2
　　塩 .............................適量

肉だんごのレタススープA

作
り
方

❶にんにく、生姜はみじん切りにする。アーモンドは横3等分に切る。
❷フライパンにゴマ油を熱し、にんにく、生姜を炒めて香りを出し、豚ひき
肉を加えて炒めて塩をふり、アーモンドを加えてよく炒める。テンメンジャン、
しょうゆを加えてさっと炒め、水溶き片栗粉でとろみをつける。
❸ポーチドエッグをつくる。鍋に湯（1,200ml）を沸かし、酢を加え、卵を湯
の中に静かに落とす。白身の部分を菜箸でくるくる回転させ、形を整える。
❹ごはんを器に盛り、洗って水気を拭いたレタスと❷、❸をのせる。

材
料（
2
人
分
）

ひき肉 ............................300g
にんにく ..................... 1/6かけ
生姜 .............................. 1かけ
アーモンド ........................30g
テンメンジャン ......大さじ1・1/2
しょうゆ .....................小さじ1
塩 ...................................少々

ゴマ油 ........................小さじ2
水溶き片栗粉 ...............小さじ2
ごはん ........................... 2杯分
レタス .............................. 3枚
卵 .................................... 2個
酢 ..............................大さじ4

肉みそレタスごはんC

スープ用の肉だんごを食べ
やすい大きさに。最後の仕上
げにレタスを投入。

和気あいあいと肉みそを
作る学生たち。ポーチド
エッグ作りにも初挑戦！

完成！

風味も食感もいい、
ナッツ類をプラス！

Point!

きゅうりの種を取ると
食感が良くなる！

Point!

おうちごはん3ヶ条

その❶ 旬の食材を使う
旬の食材は、安く簡単に手に入るので、

食材ありきでメニューを決めよう。

その❷ 調理法を変える
同じ食材でも調理法を変えれば、味わい

も変わる。いろいろ試してみよう。

その❸ 食感の違いを楽しむ
歯ごたえのある食材を使って、料理にア

クセントを加えよう。

新鮮な食材の食感を生かすと、おいしさ倍増！

い
た
だ
き
ま
す
！

Recipe

Check!

料理家。東京・渋谷で料理教室「FOOD FOR THOUGHT」を開催。器や瓶詰などを扱うセレクトショップも営む。

A

Flair 2021 Flair



Notice Board.

Award

第14回学生＆企業研究発表会にて、学生が金賞を受賞。

　2017年12月2日、宇都宮キャンパスで『第14

回学生＆企業研究発表会』（主催：大学コンソー

シアムとちぎ）が開催された。発表会では約

500人の参加者が、分野別発表、ポスター発表、

企業・団体発表で計72件の研究・取り組みを発

表。本学からは分野別発表13件、ポスター発表4

件を行い、藤巻唯さん（理工学部4年）が「とちお

とめからの酵母単離と発酵力の検定」で金賞を、

このほかにも8つの冠賞を本学学生が受賞した。

News

「SORATIO SQUARE」第Ⅱ期
工事エリア建築、完了。

　帝京大学八王子キャンパスリニューアルの

一環である新校舎棟「SORATIO SQUARE（ソ

ラティオスクエア）」は、太陽光発電装置の導入

や地熱利用等、省エネに配慮しながら、多摩丘陵

の豊かな景観や地形と一体的にデザインされ、

帝京大学の教育理念や伝統ある学問の積み重な

りを表現している。

　2018年4月にオープン予定で、低層部のⅡ

期工事建築も完了。すでに活用されている

「SORATIO SQUARE」Ⅰ期工事建築エリア周

辺も整備が進んでおり 2018年4月の利用開始

が予定されている。

Information

 『Flair』では読者アンケートを募集中です。前

号の内容については在校生から「ピッツァ職人

の徳山さんに感銘を受けました。仕事に対して

の姿勢や考え方。自分にいま何が必要か考えさ

せられました」との感想をいただきました。あ

りがとうございます！ アンケートにお答えい

ただいた方の中から抽選でプレゼントを差し上

げています。プレゼントは時期によって変わり

ます。抽選で毎号5名程度に郵

送予定です。アンケート「質問

5」の回答欄に送付先住所およ

び氏名を明記ください。

読者アンケートに答えて
プレゼントをもらおう！

　2017年11月27日、福岡キャンパスの学生が

地元の行政・経済界関係者との「大牟田市の再

生」をテーマとした対話集会に参加。学生からは

「大牟田市の自然を生かしたアウトドアパーク

の建設」や「市民が参加しやすく活気ある学園祭

にしたい」などのアイデアや希望が伝えられた。

中尾昌弘大牟田市長は「住む、遊ぶ、学ぶ、働くと

いうさまざまな場面で地域とかかわりを持つこ

とが大切と改めて感じました」と話した。

学生が大牟田市の行政・経済界関係者との対話集会に参加。

News Award

今冬も、各運動部が活躍しました。

　帝京大学ラグビー部は1月7日、秩父宮ラグ

ビー場（東京都港区）で開催された『第54回全

国大学選手権』決勝戦で明治大学に21対20で勝

利し、史上初の9連覇を達成。本学チアリーディ

ング部は、2017年12月23・24日に行われた『第

29回全日本学生選手権大会（日本ガイシホール 

愛知県名古屋市）』で、DIVISION1、2競技部門

で優勝。大会全体では総合優勝という輝かしい

成績を残した。また、本学駅伝競走部は、1月2・3

日に開催された箱根駅伝（第94回東京箱根間往

復大学駅伝競走）で、総合第9位で走り終え、来

年の箱根駅伝へのシード権を獲得した。さらに

本学空手道部は2017年11月19日、『第61回全

日本大学空手道選手権大会（日本武道館 東京都

千代田区）』にて、男子団体形で10連覇、女子団

体形で8連覇、女子団体組手で8連覇を達成。

　この冬も、帝京大学運動部各部の活躍が光った。

（すべて八王子キャンパス）

Report

　1月26日、八王子キャンパスに在籍するタイ、カ

ンボジア、ベトナム、韓国、台湾、ラトビアからの留

学生7名が、八王子市内の小学校で国際交流授業

のボランティアを行った。当日は給食交流に始ま

り、八王子や地域の公園・お祭りについての発表、

ドッジボールなどのゲームで盛り上がった。また、

子どもたちが披露した合唱には、留学生たちも感

激した様子。次回の交流会は3月。それぞれの国の

紹介を行い、より一層交流を深めていく。

留学生が小学校で国際交流授業にボランティアとして参加。

Award

　板橋キャンパスのELS研究会が『日本蘇生学会第

1回心肺蘇生法普及動画コンテスト』において、代表

理事賞・最優秀視聴者賞を受賞した。

　ELS研究会は、救急医療を学ぶおよそ50名の学生

で構成されるサークル。救急現場を想定した訓練、

地域住民への応急手当普及活動（BLSを含む心肺蘇

生法）、救護ボランティアなどに取り組み、一人ひと

りが高い意識を持って活動に当たっている。

　心肺蘇生法普及動画コンテストは医系学生を対象

としたもので「一次救命処置（BLS）」「気道異物除

去」「AED」の3部門に対して、一般の方にわかりや

すく心肺蘇生法を広めることを目的として、このた

び第1回が開催された。動画は学生たち自らが日ご

ろの活動の経験を生かし、一般の方が理解しやすい

ように工夫しながら制作・編集されている。

　今後も心肺蘇生法普及に貢献できるよう自主学習

を行い、地域の方との交流を通して、病院前救護で求

められる実践力を身につけていく。

ELS研究会が「第1回心肺蘇生法普及
動画コンテスト」で表彰。

Editor’s Note

新1年生も進級する先輩たちも、社会へ

出る人たちも、みんながワクワクとや

る気に満ちている春。新しい気持ちで

新しい場所で新しいことを始めたい！ 

もっと充実した生活を送りたい！ レベ

ルアップしたい！ そんな風に考える季

節ではないでしょうか。だから、在学生

や卒業生、そして小島よしおさんにま

でも、「新生活を楽しむためのヒント」、

教えていただきました。毎日の中で少

し考え方を変えてみるとか、見慣れた

風景を違う気持ちで眺めてみるとか、

いつものやり方に友達からのアドバイ

スを取り入れてみるとか。難しいこと

じゃなくて、ちょっとした変化で毎日

は大きく変わる気がします。そしてわ

かったのは結局、みんな悩んでウロウ

ロ迷って、でも迷ったからこそ「いまが

楽しい！」って言えるってことでした。

Flair  @flair0629
帝京大学  @teikyo_university

インスタ、始めました！
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